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探究型教育 ＆ 人材育成プログラム

子どもと大人で
共創する
地域産業の未来
じゃらんリサーチセンター（JRC）は、地域の未来の担い手を育てる
「探究型教育＆人材育成プログラム」の研究を始めた。その手法と現時点での成果を報告する。

※1  探究学習（総合的な学習（探究）の時間）／総合的な学習（探究）の時間は、変化の激しい社会に対応して、探究的な見方・考え方を働かせ、
横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成することを目標にして
いることから、これからの時代においてますます重要な役割を果たすものである。（文部科学省Webサイトより）
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地
域
は
労
働
者
不
足
で 

生
活
維
持
も
難
し
く
な
っ
て
い
く

　日
本
の
人
口
減
少
の
影
響
を
最
も
大
き

く
受
け
る
の
は
、「
地
域
」で
あ
る
。
例
え
ば
、

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
は
２
０
２

３
年
に「
２
０
４
０
年
の
生
活
維
持
サ
ー
ビ

ス
充
足
率
」を
予
測
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

２
０
４
０
年
、
東
京
都
・
千
葉
県
・
神
奈

川
県
・
大
阪
府
で
は
生
活
維
持
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
労
働
者
が
足
り
る
一
方
で
、

他
の
都
道
府
県
は
、
労
働
者
不
足
で
生
活

維
持
サ
ー
ビ
ス
を
満
足
に
受
け
ら
れ
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
特
に
、
岩

手
県
・
新
潟
県
・
京
都
府
で
は
充
足
率
が

60
％
を
割
る
と
い
う
数
値
が
出
た
。「
地
域

の
担
い
手
不
足
」の
問
題
は
す
で
に
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
顕
在
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
調
査
や
研
究
を
見
る
限
り
、
今
後
さ

ら
に
進
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

地
域
の
担
い
手
不
足
を 

解
消
す
る
カ
ギ
は「
小
中
学
生
」だ

　じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
は
、
２

０
２
２
年
か
ら「
探
究
型
教
育
＆
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
研
究
を
始
め
た
。
小

中
学
校
の「
探※

１

究
学
習
」
の
時
間
を
使
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
産
業
に
つ
い

て
探
究
し
て
も
ら
う
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

最
大
の
目
的
は
、
10
年
後
、
20
年
後
に
地

域
産
業
を
盛
り
上
げ
る「
地
域
社
会
の
未

来
の
担
い
手
」の
育
成
に
あ
る
。

　地
域
に
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
多

く
は
、
成
長
す
る
と
故
郷
を
離
れ
、
大
都

市
圏
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
う
ち

の
一
定
数
が
地
域
に
残
る
か
戻
る
か
し
て
、

地
域
の
担
い
手
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
労

働
者
不
足
を
解
消
・
軽
減
で
き
る
は
ず
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
小
中
学
生
の
う
ち
に
地

域
や
地
域
産
業
と
関
わ
り
、
愛
着
を
持
つ

機
会
が
欠
か
せ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
子
ど

も
時
代
の
愛
着
が
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

形
成
す
る
か
ら
だ
。
中
学
校
卒
業
ま
で
に

地
域
産
業
と
の
関
わ
り
を
持
た
な
い
と
、

高
校
・
大
学
以
降
は
大
都
市
圏
な
ど
に
進

学
・
就
職
し
、
地
域
産
業
と
関
係
の
な
い
人

生
を
送
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
の
だ
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、
学
校
と
地
域
の
大

人
た
ち
が
協
力
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
る

の
が
大
き
な
特
徴
だ
。
子
ど
も
と
大
人
が

地
域
産
業
の
未
来
を
共
創
す
る
の
だ
。
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次

　日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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「
帰
る
旅
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト
２
０
２
３

旅
人
と
地
域
の
関
係
性
を
拡
張
せ
よ
！

「
帰
る
旅
」が
も
た
ら
す

新
た
な
旅
の
形
と
は

14
静
岡
大
学
共
同
研
究

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
余
暇
の
過
ご
し
方
の

視
点
を
取
り
込
ん
だ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」他

旅
は
人
生
の「
必
修
科
目
」？

旅
と
教
育

塩尻西部中学校でプログラムを受けている生徒たちと関わっている皆さん



復
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
生
徒
た
ち

の
主
体
性
を
回
復
さ
せ
、
生
き
る
力
を
高

め
る
た
め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
生
徒
た
ち
は
さ

ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
で
調
査
し
た
り
、
企
画
ア
イ
デ

ア
を
出
し
た
り
、
成
果
物
を
制
作
し
た
り

す
る
。
実
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
が
行
う

の
と
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
答
え
の
な
い

問
い
に
取
り
組
む
の
だ
。

　
驚
く
こ
と
に
、
彼
・
彼
女
た
ち
は
ツ
ー

ル
を
使
い
こ
な
す
ス
キ
ル
を
短
期
間
で
身

に
つ
け
、
自
分
た
ち
の
力
で
や
り
遂
げ
る
。

こ
れ
こ
そ
が「
主
体
性
の
回
復
」で
あ

る
。
こ
の
と
き
に
最
も
大
切
な
の
は
、

先
生
や
親
、
周
囲
の
大
人
た
ち
が
、

生
徒
た
ち
を
信
じ
て
任
せ
る
こ
と
だ
。

　
主
体
性
を
回
復
す
る
と
き
に
は
、

生
徒
た
ち
に「
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
ル

ブ
の
経
験
学
習
モ
デ
ル
」（
図
２
）
を

回
し
て
も
ら
う
の
が
効
果
的
だ
。
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
経
験
学
習
モ
デ
ル

を
回
し
て
、「
自
分
た
ち
に
も
地
域
産

業
を
盛
り
上
げ
る
糸
口
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
成
功
体
験
を

得
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
と
め
る
と
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

９
つ
の
原
則
を
重
視
し
な
が
ら
開
発

し
て
い
る
。
①
生
徒
た
ち
に
答
え
の

な
い
問
い
を
与
え
る
こ
と
。
②
生
徒

た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
こ
と
。

　
そ
こ
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
地
域
の
協

力
だ
。
学
校
の
先
生
た
ち
と
地
域
の
共
創

体
制
を
構
築
で
き
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
根

づ
い
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
的
に
用

意
し
、
実
行
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
学
校
と
地
域
の
関
係
性
が
深
ま

る
こ
と
は
、
他
の
面
で
も
地
域
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
先
生
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
意
志
あ
る
大
人
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
学
校
と
地

域
の
関
係
の
質
を
高
め
、
持
続
的
な
共
創

体
制
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

③
毎
年
同
じ
よ
う
に
実
行
で
き
る
こ
と
。

④
地
域
に
特
徴
的
な
何
か
を
扱
う
こ
と
。

⑤
地
域
の
人
た
ち
と
接
す
る
こ
と
。
⑥
持

続
可
能
性
の
視
点
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

⑦
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
地
域
の
共
創
が

生
ま
れ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
。

⑧
実
社
会
の
よ
う
に
顧
客
を
意
識
す
る
こ

と
。
⑨
生
徒
た
ち
が
自
ら
経
験
学
習
モ
デ

ル
を
回
す
こ
と
。

　
な
お
、
私
た
ち
は
探
究
学
習
を
図
３
の

位
置
づ
け
で
捉
え
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
21
世
紀
の
V
U
C
A
時
代
、
多
様

性
の
時
代
に
適
し
た
学
習
方
法
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の 

「
主
体
性
」を
回
復
す
る

　
第
三
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
小
中
学
生

た
ち
に
、
社
会
人
や
大
学
生
と
同
じ
よ
う

に「
答
え
の
な
い
問
い
」に
向
き
合
う
経
験

を
し
て
も
ら
い
、「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
？
」

を
真
剣
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
小
さ
な
頃
か
ら
社

会
人
・
大
学
生
と
同
じ
よ
う
な
実
践
的
な

探
究
の
訓
練
を
積
む
こ
と
が
、
自
身
の
経

験
と
自
信
に
な
り
、
社
会
に
出
た
と
き
に

役
立
つ
か
ら
だ
。

　
２
０
１
７
年
か
ら
改
訂
さ
れ
た
新
し
い

学
習
指
導
要
領
は「
生
き
る
力
」
を
最
重

視
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
力

を
高
め
る
に
は
、
ま
ず
は
自
分
で
考
え
て

行
動
を
起
こ
す
姿
勢
を
獲
得
す
る
必
要
が

あ
る
。
私
た
ち
は
そ
れ
を「
主
体
性
の
回
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図3  社会変化の流れ

図2  デイヴィッド・コルブの
 経験学習モデル

VUCA時代
（変動・不確実・複雑・曖昧）、
AI化、持続可能性、少子高齢化

工業化、標準化
大量生産、大量消費

20世紀 21世紀

社会

地域

資質
能力

教育
探究的学習
能動的な学び

知識習得優先
受動的な学び

学び続ける力、答えがない
課題設定能力、やりがい

知識量、答えが１つ
指示を正確に再現できること

地方分散型、関係人口、
移住・二拠点居住、協働・共創の
地域づくり、質的向上、多様化

都市一極集中、進学・就職の
都市志向、大企業就職信仰、
画一的、横並び志向

具体的
経験をする

教訓を
引き出す

新しい状況に
適用していく 内省する

子
ど
も
た
ち
・
大
人
た
ち
が	

「
関
係
の
質
」を
高
め
る
こ
と
を
重
視

 

「
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
、
小
学
校
５
年
生
〜
中
学
３
年
生

に
地
域
産
業
と
親
し
ん
で
も
ら
い
、
地
域

の
未
来
の
担
い
手
を
育
て
、
中
長
期
的
な

地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
狙
う
取

り
組
み
だ
。
現
在
は
２
０
２
２
年
か
ら
、

中
学
３
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て

い
る
最
中
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
小
学
校

高
学
年
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
第
一
に「
関
係

の
質
」
を
重
視
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

成
功
循
環
モ
デ
ル
に
従
え
ば
、
関
係
の
質

を
高
め
る
こ
と
が
、
思
考
の
質
・
行
動
の

質
・
結
果
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
か
ら

だ（
図
１
）。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
地
域

の
働
く
大
人
た
ち
と
接
し
た
り
、
共
創
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
学
校
や
机
上
に
閉
じ

な
い
多
く
の
価
値
観
に
触
れ
る
経
験
に
な

る
。
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、

「
自
分
と
地
域
」「
自
分
と
社
会
」
を
感
じ

る
こ
と
が
日
常
的
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
う

す
れ
ば
、
日
常
的
に「
自
分
は
ど
う
生
き

た
い
か
」「
自
分
は
社
会
や
地
域
と
ど
う
あ

り
た
い
か
」
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
り
、

行
動
す
る
人
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
行
動
が

結
果
に
表
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
や
社
会
が
元
気
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
徒
と
地
域
の
大
人
の
関

係
だ
け
で
な
く
、
生
徒
た
ち
同
士
、
学
校

と
地
域
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
関
係
の
質

を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

学
校
と
地
域
の
共
創
体
制
が	

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

　
第
二
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
校
と
地

域
の
共
創
体
制
づ
く
り
を
重
視
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
学
校
外
の
社
会
に
つ
い
て

主
体
的
に
調
べ
て
考
え
る
も
の
だ
か
ら
、

学
校
外
の
知
識
や
つ
な
が
り
が
必
要
に
な

る
。
多
く
の
先
生
が
多
忙
を
極
め
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
先
生
だ
け
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
制
作
・
実
行
す
る
の
は
不
可
能
に
近

い
。
し
か
も
、
小
中
学
校
の
先
生
は
数
年

で
異
動
に
な
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
、
仮

に
突
出
し
た
能
力
を
持
つ
先
生
が
独
力
で

優
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
れ
た
と
し
て

も
、
そ
の
先
生
が
い
な
く
な
っ
た
途
端
、

再
現
で
き
な
く
な
る
。
し
か
し
、
地
域
産

業
を
対
象
と
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

当
然
な
が
ら
地
域
ご
と
に
内
容
が
異
な
る

た
め
、
全
国
一
律
で
は
な
く
、
各
地
域
・

各
学
校
が
自
分
た
ち
に
合
っ
た
も
の
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

4

地
域
の
未
来
の
担
い
手
と
意
志
あ
る
大
人
た
ち
が

地
域
産
業
を
共
創
す
る「
探
究
学
習
」

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
は
、
赤※
２

井
友
美
さ
ん
と
共
同
で「
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
研
究
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
上
で
必
要
な
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
の
大
人
た
ち
の
つ
な
が
り
も
創
出
す
る
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
探
究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

図1	 ダニエル・キムの成功循環モデル
	 （MIT組織学習センター共同創始者）

関係の質

行動の質

結果の質 思考の質

探究型教育
＆

人材育成
プログラム
とは?

※2   赤井友美さん：（株）4smiles代表取締役。（一社）未来共創イノベーション代表理事。（一社）イマココラボフェロー。神山まるごと高専評議員。
       熊本県南小国町、山形県鶴岡市、香川県三豊市等の教育委員会アドバイザーを歴任。



行
っ
て
き
た「
地
域
教
育
協
議
会
」
の
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
先
生
は
コ
ー
チ
役
と
し
て
生

徒
た
ち
を
見
守
り
、
悩
ん
で
い
る
と
き
や

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
と
き
に
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
の
１
つ
は
、
多
忙

な
先
生
方
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
増
や
す

こ
と
な
く
、
生
徒
と
地
域
の
接

点
を
創
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
だ
。

　
全
体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、「
塩

尻
商
工
会
議
所
」の
篠
原
さ
ん
・

谷
田
部
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
で
は
、

ど
の
廃
棄
物
を
活
用
す
る
か
、

製
造
・
販
売
を
誰
に
お
願
い
す

る
か
と
い
っ
た
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
っ
た
。
企
業
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
は
、
２
年
生

が
取
材
す
る
地
元
企
業
の
選
定

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関

わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
学
校
と
地
域
の
つ
な
ぎ
役
を
担
う
の
は
、

「
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
山
本

さ
ん
だ
。
塩
尻
市
内
で
の
長
年
の
営
業
経

験
を
活
か
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を

存
分
に
発
揮
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
探
究
学
習
の
授
業
を
先
導
す
る
の
は
、

先
生
で
は
な
く
、
横
山
さ
ん
、
星
井
さ
ん

を
は
じ
め
、
校
内
で
読
み
聞
か
せ
な
ど
を

　
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
で
は
、
ぶ

ど
う
の
ジ
ャ
ム
は
原
遊
覧
園
・
原
農
園
に
、

試
作
品
と
商
品
は
森
川
さ
ん（
石
鹸
）、
石

井
さ
ん
・
岩
原
さ
ん（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）、
伊

藤
さ
ん（
リ
ー
ス
）
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

廃
棄
物
は
林
農
園
の
提
供
で
あ
る
。
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｈ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
に
支

援
し
て
も
ら
い
、
新
商
品
の
展
示
・
販
売

は
、
無
印
良
品
ツ
ル
ヤ
塩
尻
広
丘
に
協
力

し
て
も
ら
っ
た
。

　
ま
た
、
企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
は
、
地
元
塩
尻
に
あ
る
銀
行
・
メ
ー

カ
ー
・
建
設
業
・
病
院
・
老
人
介
護
施
設
・

小
売
店
・
飲
食
店
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
皆
さ
ん
に
は
、
必
要
に
応
じ
て

生
徒
た
ち
と
直
接
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
社
会
人
と
の
接
点
が
少
な
い
中
学
生

に
と
っ
て
、「
地
域
の
働
く
大
人
た
ち
」
が

働
く
姿
を
生
で
見
る
機
会
は
貴
重
で
あ
る
。

5月 オリエンテーション／さまざま
な求人広告があることを知ろう

6月 自分の価値観や職業観を整理
しよう／エントリーシートを書こ
う／求人動画チーム・求人記事
チームに分かれよう

7月 担当する業界・仕事・会社につい
て調べよう／質問作り、問い作
り／話の聞き方、接遇マナー講
座／人事担当者にも話を聞こう

9月 実際に企業に行って、取材しよう
9・10月 取材してきたものを形にしよう

／企業の人に見てもらい、嘘が
ないか確認しよう／これまでの
学びを整理して、プレゼンテー
ション資料をまとめよう、練習
しよう

11月 発表会／自分の学びを振り返ろう

5月 オリエンテーション
6月 自分の価値観と、それを大事に

したシーンを思い描いてみよう
／自分の理想の環境、地域を
描いてみよう

7月 理想の未来をまとめよう／問い
作りをしよう／インタビュー対
象を決めよう／

7～9月 仮説・自分なりの考えを出して、
仮説対象者にインタビューしよ
う／自分だったら、こんな解決
策が考えられるのではないか？
／プレゼン資料作成／ミニ発
表会＆ブラッシュアップ

9月 発表会／自分の学びを振り返ろう
11月 発表会
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図6	 企業魅力化コーディネーター
	 スケジュール

図8	 2022年度
	 ふるさとぶどう学の
	 共創体制

横山さん、星井さんをはじめとする
学校支援ボランティアの皆さん

「地域の魅力を発信する
商品開発と広報」に
協力いただいた皆さん

授業に入って
「答えのない学び」に
協力いただいた皆さん

図7　チーフ・フューチャー・
	 オフィサーのスケジュール

塩尻市教育委員会
（教育長・池上さん）

試作品などの製作協力
石鹸：森川さん

ボールペン：石井さん・岩原さん
リース：伊藤さん

葡萄ジャム：原遊覧園・原農園

学校支援コーディネーター
（山本さん）

協力事業者探し・調整（塩尻
商工会議所篠原さん、谷田部さん）

ワインパミス・ぶどうの枝の提供
（林農園）

新商品の販売・展示
（無印良品 ツルヤ塩尻広丘）

新商品のプロモーション
（HYAKUSHO）

地域教育協議会

塩尻西部中学校 じゃらんリサーチセンター
（三田・研究パートナー赤井さん）

学校支援ボランティアの横山さん（写真左）がふるさとぶど
う学の授業をした

学校支援コーディネーターの山本さん（写真中央）

３
年
間
で
塩
尻
を
深
く
知
り	

地
域
の
魅
力
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う

　
塩
尻
西
部
中
学
校
は
、
塩
尻
市
西
部
の

宗
賀
・
洗
馬
地
区
の
生
徒
が
通
う
中
学
校

だ
。
ぶ
ど
う
や
レ
タ
ス
の
畑
に
囲
ま
れ
た
の

ど
か
な
田
園
地
帯
に
あ
る
。

　
２
０
２
１
年
度
は
１
年
生
が
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に「
桔
梗
ぶ
ど
う
学
」
と
し

て
、
地
域
の
大
事
な
産
業
で
あ
る
ぶ
ど
う

を「
知
る
・
わ
か
る
」
探
究
学
習
を
行
っ

た
。
２
０
２
２
年
度
か
ら
は
、
じ
ゃ
ら
ん

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
と
赤
井
友
美
さ
ん
が

関
わ
り
、
桔
梗
ぶ
ど
う
学
を
発
展
さ
せ
る

形
で「
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
」
を
実
施
し

て
い
る
。
知
る
・
わ
か
る
を
超
え
て
、「
ぶ

ど
う
を
と
り
ま
く
地
域
の
魅
力
を
考
え
、

社
会
に
伝
え
る
授
業
」
に
進
化
さ
せ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
。
半
年
間
に
わ
た
っ
て
、
ぶ

ど
う
に
ま
つ
わ
る
２
種
類
の
廃
棄
物
を
活

用
し
た
新
商
品
開
発
と
、
広
報
・
販
売
促

進
に
取
り
組
ん
だ
。

　
２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、
２
年
生
と
３

年
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
始
ま
っ
た
。

　
２
年
生
の「
企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
元
企
業

を
自
ら
取
材
し
て
、
企
業
の
魅
力
を
自
分

た
ち
な
り
に
見
つ
け
出
し
、
求
人
記
事
や

求
人
動
画
を
作
成
す
る
探
究
学
習
だ
。
上

手
に
で
き
た
求
人
記
事
・
動
画
は
、
実
際

に
企
業
に
使
っ
て
も
ら
う
予
定
だ
。

　
３
年
生
の「
チ
ー
フ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
オ

フ
ィ
サ
ー
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
塩
尻
の

人
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
が
ら
、
地

域
課
題
と
解
決
策
を
と
ら
え
、
自
分
た
ち

な
り
の
理
想
の
塩
尻
を
考
え
て
提
言
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
塩
尻
市
で
は
、
市

長
が
そ
の
提
言
に
耳
を
傾

け
て
い
る
。

　
３
年
間
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
地
域
の
特
産

品
、
地
元
企
業
、
地
域
課

題
を
深
く
知
り
、
塩
尻
の

魅
力
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
図
５
・
図
６
・
図
７
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

地
域
教
育
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が	

授
業
を
行
い
、
先
生
は
コ
ー
チ
役
に

　
こ
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴

の
１
つ
は
、
先
生
た
ち
と
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
赤
井
さ
ん
以
外
に
も
、

塩
尻
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
に
関
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る（
図
８
）。

2 31

5月 オリエンテーション／ぶどう農
家さんの話を聞こう

6月 ぶどうについて調べよう
7月 ぶどうの廃棄物について調べよ

う／ぶどう笠かけ
9月 ワインメーカーさんに話を聞こう

／ぶどうの収穫体験／商品企画
のアイデア出し／アイデアを周
りに知らせるチラシを作ろう

10月 試作品候補決定のための校内
投票／ジャムのパッケージ作り
／「株式会社塩尻西部中学校」
の担当チームに分かれよう

11・12月チーム活動（パッケージチーム、
コンセプトチーム、ホームペー
ジチーム、チラシチーム、動画
チーム、メディア・広報チーム）

1月 これまでの学びを整理して、プ
レゼンテーション資料をまとめ
よう、練習しよう

2月 発表会／自分の学びを振り返ろう

6

塩
尻
西
部
中
学
校
で
の
実
証
実
験

子
ど
も
も
大
人
も
変
化
し
て
い
る

私
た
ち
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
、
長
野
県
塩
尻
市
立
塩
尻
西
部
中
学
校
で
実
証
実
験
を
始
め
て
い
る
。

２
０
２
３
年
度
は
全
学
年
で
異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
成
果
や
生
の
声
と
と
も
に
、
関
わ
る
多
様
な
大
人
た
ち
の
声
も
伝
え
る
。

図5	 ふるさとぶどう学の
	 スケジュール

図4		探究型教育＆人材育成プログラムの全体像

地元の企業を探究する 地元の未来を探究する

自分たちで
地元企業の魅力を
発見・発信する

求人動画や求人広告を創る

自分たちで
地元を良くする

アイデアを生み出して
自治体に提言する

➡ ➡

年生 年生

地元の名産品を探究する

自分たちで
廃棄物を使った商品を

開発して
店舗で展示販売・広報

➡

年生

探究型教育
＆

人材育成
プログラム
実証事例

田園地帯にある塩尻西部中学校

ふるさとぶどう学 企業魅力化
コーディネーター

チーフ・フューチャー・
オフィサー



2

3

プログラムを通じた自分自身の変化
生徒の変化（n=70）
ビジョンや目的に向かって
クラスメートと協力できた
社会の一員であり、社会に影響を
与えられるという思いは高まった
課題や問題に対して対応策を
考えることができるようになった
わからないことがあるとき、自分で情報を
収集したり、誰かに質問できるようになった

アンケート結果

9 December  2023

企業魅力化コーディネーター

チーフ・フューチャー・オフィサー

90

81

83

84

出典：�じゃらんリサーチセンター「地域産業を創出する探究型人材育成プログラム　
振り返り調査」（2023年）

年生

年生

●��働くのは面倒くさいと思っていたけど、広報・メディアチームの活動
を通じて、働く大人たちが世の中をつくっていることがわかりまし
た。授業をしてくれたボランティアの皆さんに憧れています。塩尻
市への興味は0.01から100になりました。（安藤日向さん・1年生）

●��私が求人動画を作った会社のことを取材前に調べたら、セラミッ
クスを作る会社だとわかりました。工場はとても大きく、いろんな
人が働いていました。仕事の面白さを伝えるため、動画に字幕を
つける工夫をしました。（塩原江梨花さん・2年生）
●��清沢土建の求人記事を作りました。家やビルを建てる会社だと思
っていたので、まちの除雪作業もしてくれていると知って驚きまし
た。取材してみて、塩尻の暖かい人たちに囲まれて働くのもいいか
もしれないと思いました。（義若鉄平さん・2年生）
●��清沢土建の求人記事を作りました。会社の皆さんの話を聞いて、
建設業では、建てる専門家以外に、設計や測量などさまざまな専
門家が力を合わせていることがわかりました。もっといろんな仕
事のことを知りたいと思いました。（石井皇名さん・2年生）

生徒たちの声❷

塩尻への興味・関心を
10段階で
教えてください
生徒の変化（n=70）先生・地域の事業者の

変化（n=12）

塩尻市の総合計画を読み解いて考察し 
最後は市長などに提言する
　塩尻市の「未来の最高責任者（チーフ・フューチャー・オフィサー）」
となり、３０年、４０年後の塩尻市をより魅力あるまちにするために、何
をすべきかを提言していく。最初に塩尻市の総合計画を読み解き、「子
育て世代に選ばれる地域の創造」「住みよい持続可能な地域の創造」
「シニアが生き生きと活躍できる地域の創造」の3つの基本戦略のい
ずれかを選んで、チームテーマを作る。そのテーマに沿って、仮説づく
り、実験・調査、考察を行い、最終的には市長などに提言する。

□塩尻市を子育ての街に
□教師雇用数を増やすことで教育環境が改善される
□地元で採れた農作物を販売できる場所や機会を増やす
□奈良井宿をPRすることで塩尻市をより活発にする
□地域資源を活かした交流の促進
□伝統工芸品やワインを観光資源として有効活用する
□域内循環システムを形成するために農業に関わる若者を増やす
□塩尻市の食材・料理を活用して、町を活性化させていくために
□暮らしやすい街を作るための木質バイオマス
□医療現場や感染症に対する興味をもってもらおう！
□災害時に防災倉庫は役に立つのだろうか
□高齢者がたくさん活躍することができる地域にしていく

生徒たちが地元企業を取材して 
企業の魅力をチームで探究し、求人記事・動画を創る
　企業魅力化コーディネーターでは、生徒たちは求人記事チームと求人
動画チームに分かれて、地元企業を取材する。2023年度は取材時に先
生が同行せず、学校支援コーディネーターの山本さんや塩尻商工会議
所の谷田部さんが付き添いながら、子どもたちが自らインタビューや撮
影を行った。
　取材後は、動画編集ツールなどを使い、動画と記事の編集をチームで
行った。もちろん彼らはまだ働いたことがないが、チームで協力して想像
力を働かせれば、求人記事・動画を制作できるのだ。なお、いくつかの
企業は、彼らの求人記事・動画を実際にコーポレートサイトに掲載してく
れる予定だ。ある企業担当者からは「求人動画を見て、今の中学生はこ
こまで制作してしまうのかと驚いております」というコメントをもらった。
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1年前
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3.4pt 
UP!

今

自分にとって、
学びや気づきが
ありましたか？

67%

あった
とても
あった

33%

各チームの提言
（仮説）
テーマ一覧

企業魅力化コーディネーターの発表の
様子

実際に生徒たちが制作した求人記
事の一部分

チーフ・フューチャー・オフィサー
の発表の様子

1

プログラムを通じた自分自身の変化
生徒の変化（n=70）
ビジョンや目的に向かって
クラスメートと協力できた
社会の一員であり、社会に影響を
与えられるという思いは高まった
課題や問題に対して対応策を
考えることができるようになった
わからないことがあるとき、自分で情報を
収集したり、誰かに質問できるようになった

8

ふるさとぶどう学
3つの新商品を開発し 
地元の無印良品で展示販売・広報を展開
　2022年度、生徒たちは3つの新商品を開発した。普通は廃棄され
るぶどうの枝を自然のままに使った1点もののボールペン「EDAPEN」
と、ぶどうの枝を活用した「枝リース」。ワイ
ンの搾りかすとしてやはり廃棄されているワ
インパミスを使い、肌に優しいポリフェノー
ルなどを含んだ「信州塩尻ワイン石鹸」の3
つだ。試作品制作や製造は地域事業者が
支援したが、3商品のパッケージ、コンセプ
ト、チラシ、ホームページ、動画の制作とニュ
ースリリースはすべて生徒たちが行った。
　さらに2023年2月、無印良品ツルヤ塩尻
広丘の協力を得て、生徒たちは展示販売を
行い、広報宣伝を展開した（写真下）。また、
学校内や塩尻市コミュニティ・スクール市民
集会で、取り組んだ内容を自分たちでプレゼ
ンテーションした。地元のテレビ局や新聞
社が取り組みを取材し、大きく取り上げてく
れた。

次に、各チームに必要な基本の方
法や型を手渡した。たとえばホーム
ページチームなら、サイトマップ構造
である

生徒たちはこの6種類のチームに分
かれて探究学習を行った

最初に、3カ月間の学習の流れを提
示し、スケジュール感を示した

そのうえで各チームに向けて、この
ように書き込んだり貼り付けたりし
ていけば、自分たちだけで主体的に
取り組めるスライドを用意した

図9  授業用スライドの一部

無印良品ツルヤ塩尻広丘での展示販売の様子

枝リース

信州塩尻
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●�最初は、本当に自分たちでチラシなんて作れるのかなと思いまし
た。でも、実際にやってみるとデザインを考えるのが楽しくて、でき
上がったときには達成感がありました。地域とちゃんと向き合って
みたいと思うようになりました。（青栁結唯さん・1年生）
●�一人だったら、きっと途中で投げ出していました。チームの仲間の
存在が心強かったです。原さんたちの話を聞いて、塩尻で働くこと
に興味が湧きました。今度は自分から地域の人たちと交流する機
会をつくれたらと思います。（小川太一さん・1年生）

年生

2022年度ふるさとぶどう学の研究成果をまとめた
映像です。ぜひご覧ください。

生徒たちの声❶

主体性の回復に欠かせない 
「オリジナル授業用スライド」
　ふるさとぶどう学では、生徒たちは6種類のチームに分かれて、4人１
組でチーム活動を行う。その際はオリジナルの「授業用スライド」を使
用する（図9）。特徴は、「生徒たちが主体的に取り組めるようになって
いる」ことだ。スライドに沿って進めれば、自分たちだけで新商品のア
イデアを考えたり情報を調べたり、広報物・販促物を制作したりできる
のだ。生徒たちが主体性を回復させるために欠かせないツールである。
　制作の際には、グラフィックデザインツール「Canva」をはじめ、さま
ざまなツールを使用する。生徒たちは、たった4カ月でこれらのツール
を使いこなし、チラシやニュースリリース、商品パッケージを創り上げ
るまでになるのだ。

探究型教育＆人材育成プログラム 事例紹介
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こ
う
し
た
活
動
を
行
う
際
、
教
員
に

と
っ
て
負
担
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
今

回
は
私
た
ち
教
員
の
負
担
感
が
少
な
か

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て

は
、
特
に
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
山
本
さ
ん
と
商
工
会
議
所
の
谷
田

部
さ
ん
の
存
在
が
大
き
く
、
二
人
は
頼

れ
る
仲
間
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ

の
探
究
学
習
は
、
協
力
し
て
く
れ
る
地

域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
継
続
で
き
る

の
で
す
。
ま
た
、
い
ろ
ん
な
大
人
た
ち

と
関
わ
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
が
自
信

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
に
大

事
に
さ
れ
て
い
る
感
覚
を
も
っ
た
こ
と

も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
を
経
て
、
生
徒

た
ち
は「
自
分
た
ち
か
ら
も
っ
と
意
見

を
出
し
て
よ
い
の
だ
」と
わ
か
り
、私
は

「
生
徒
た
ち
は
想
像
以
上
に
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
も
っ
て
い
る
」

と
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
他
の
授
業
で

も
、
生
徒
た
ち
を
主
役
に
す
る
よ
う
な

授
業
づ
く
り
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。生
徒
が
話
す
時
間
を
増
や
し
、

私
は
生
徒
の
考
え
を
整
理
す
る
役
に
回

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
生
徒
た
ち

も
私
も
、
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
全
国
の
例
に
漏
れ
ず
、
塩
尻
の
各
企

業
も
人
材
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
人
材
が
急
に
集
ま
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
商
工
会
議
所
で
は
、

以
前
か
ら
地
元
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
中
学
生
に
も

さ
ら
に
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
探
究
型
教
育
＆
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
さ
に
私
た
ち
が

望
ん
で
い
た
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で

す
。
こ
う
し
て
塩
尻

西
部
中
学
校
が
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
道
を
開

い
て
く
れ
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
中

学
校
と
地
元
企
業
の
想
い
の
ベ
ク
ト
ル

が
一
緒
に
な
っ
た
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

学
校
だ
け
で
な
く
、
塩
尻
全
体
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
く
体
制
が
整
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
途
中
で
、
じ

ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
、
学
校

と
商
工
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
の「
コ
・
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
場
を
設
け
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
で
集

ま
っ
て
、
お
互
い
の
根
っ
こ
の
想
い
を

共
有
し
、「
地
域
の
あ
り
た
い
最
高
の
未

来
」
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

お
か
げ
で
、
先
生
方
や
学
校
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
本
さ
ん
と
一
心
同

体
に
な
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
協
力
事
業
者
の
選
定
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
企
業
側
も
子
ど
も
た
ち
も
初
め

て
の
試
み
で
す
か
ら
、
出
だ
し
は
お
互

い
に
緊
張
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
に
成
功
す
れ
ば
う
ま

く
転
が
っ
て
い
き
ま
す
。
２
年
生
の
企

業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
材

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
企
業
の
皆
さ
ん

に
積
極
的
に
質
問
し
て
い
く
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
一
方
の
地
元
企
業
の
皆
さ

ん
も
、
生
徒
た
ち
に
自
分
の
仕
事
に
つ

い
て
語
る
と
き
、
一
様
に
目
が
輝
き
ま

す
。
実
は
大
人
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち

に
仕
事
の
こ
と
を
語
る
の
が
好
き
な
の

で
す
。
ま
だ
発
展
途
上
で
す
が
、
こ
の

取
り
組
み
を
起
点
に
し
て
、
塩
尻
に
大

き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
く
可
能
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
建
設
業
は
、
地
域
に
欠
か
せ

な
い
存
在
で
す
。
た
と
え
ば
塩
尻
市
の

除
雪
作
業
は
、
私
た
ち
が
市
か
ら
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。
建
設
業
が
な
く
な
る

と
、
除
雪
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
の
で

す
。
そ
こ
で
最
近
は
、
建
設
業
の
魅
力

や
必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
で
話
し
た
り
、
高
校
生

イ
ン
タ
ー
ン
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
業
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
、
そ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
取
材
時
は
常
務
が
生
徒
た
ち
と
一
緒

に
建
設
現
場
に
行
っ
て
、
現
場
作
業
を

見
せ
た
り
、
重
機
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
現
場
監
督
の
仕
事
を
説
明
し
た
り

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

建
設
業
に
興
味
を
持
つ
生
徒
が
一
人
で

も
増
え
れ
ば
嬉
し
い
。
良
い
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

11 December  2023

建
設
業
に
興
味
を
持
つ
生
徒
が

一
人
で
も
増
え
れ
ば
嬉
し
い

清
沢
土
建
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
清
澤
由
幸 

さ
ん

私
た
ち
と
中
学
校
と

地
元
企
業
の
想
い
が
一
緒
に
な
っ
た

塩
尻
商
工
会
議
所 

専
務
理
事 

篠
原
清
満 

さ
ん

中
小
企
業
相
談
所 

経
営
指
導
員 

新
連
携
リ
ー
ダ
ー 

谷
田
部
和
良 

さ
ん

　
私
は
、
塩
尻
西
部
中
学
校
１
〜
３
年

生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
べ
て

見
ま
し
た
が
、
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
共

創
の
学
び
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
が
実
に
上
手
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

制
作
し
た
り
、
動
画
を
撮
影
し
た
り
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
人

ひ
と
り
が
得
意
や
興
味
を
活
か
し
な
が

ら
、
力
を
合
わ
せ
る
時
代
で
す
。
教
科

書
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
学
び
、
チ
ー

ム
で
や
り
遂
げ
る
経
験
は
、
き
っ
と
今

後
の
人
生
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　
１
年
生
に
は
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
で

ビ
ジ
ネ
ス
の
面
白
さ
を
知
り
、
２
年
生

に
は
企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

で
地
元
企
業
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
地
元
企
業

の
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
を
良
く

し
た
い
、
地
域
で
働
く
人
た
ち
を
幸
せ

に
し
た
い
、
と
い
う
高
い
志
を
持
っ
て

い
ま
す
。２
年
生
が
彼
ら
の
志
に
触
れ
、

塩
尻
で
働
く
意
欲
を
抱
い
て
も
ら
え
た

ら
嬉
し
い
。
個
人
的
に
は
、
３
年
生
が

チ
ー
フ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
オ
フ
ィ
サ

ー
で
塩
尻
市
総
合
計
画
を
読
み
解
き
、

市
政
を
真
摯
に
考
え
て
く
れ
た
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
内
容
は
市
の
職
員
に
も
共
有

す
る
予
定
で
す
。

　
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
。
学
校
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
本
さ
ん
、

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

商
工
会
議
所
や
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
事
業

所
な
ど
の
方
々
と
と
も
に
行
え
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
の
で

す
。
生
徒
た
ち
が
、
市

長
を
は
じ
め
学
外
の
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
た
こ
と
も
喜
ば
し

い
限
り
で
す
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
が

想
定
以
上
の
う
ね
り
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　
２
年
目
に
な
り
、
学
内
の
理
解
も
深

ま
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
正
解
の

な
い
問
い
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
成
長

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
授
業
が
進
む

う
ち
に
、
生
徒
た
ち
は「
あ
あ
し
た
い

こ
う
し
た
い
」
と
事
業
所
の
方
々
に
要

望
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
無
印

良
品
ツ
ル
ヤ
塩
尻
広
丘
で
の
展
示
販
売

も
、
生
徒
た
ち
が「
多
く
の
人
に
向
け

て
発
表
し
た
い
」
と
主
張
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
な

か
に
は
、「
動
画
を
最
高
の
も
の
に
し
た

い
」と
突
き
詰
め
た
生
徒
も
い
ま
す
。学

習
指
導
要
領
が
求
め
る「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」を
実
現
で
き
て
い
る
、

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
先
生
の
な
か
に
は
、
こ
の
探
究
的
な

学
び
を
自
分
の
授
業
に
取
り
入
れ
た

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
た
り

す
る
先
生
が
お
り
、
学
校
全
体
が
成
長

し
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
一

番
変
わ
っ
た
の
は
、
校
長
の
私
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
塩
尻
を
大
事
に
想
う
多
く

の
方
々
に
出
会
え
た
こ
と
が
、
私
の
財

産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
一

個
人
と
し
て
何
か
で
き
る
の
で
は
と
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
２
０
２
２
年
度
の
ふ
る
さ
と
ぶ

ど
う
学
を
担
当
し
、
２
０
２
３
年
度
は

企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
私
も
生
徒

た
ち
も
戸
惑
い
ま
し
た
。
普
段
の
授
業

で
は
明
確
な
ゴ
ー
ル
や
目
標
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
学
習
は
明
確
な
ゴ
ー

ル
や
目
標
を
設
定
し
な
い
こ
と
が
、
最

大
の
価
値
だ
か
ら
で
す
。

　
最
初
の
頃
、
生
徒
た
ち
に
は「
や
ら

さ
れ
て
い
る
感
」が
あ
り
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
、
多
く
の
生
徒
は
や
っ
て
い
る
う

ち
に
楽
し
く
な
り
、「
や
り
た
い
」
に
変

わ
っ
て
い
き
、
帰
宅
後
に
リ
モ
ー
ト
で

集
ま
り
、
自
主
的
に
調
査
や
制
作
を
進

め
る
チ
ー
ム
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
も
大
幅
に
ア

ッ
プ
し
、
生
徒
た
ち
が
お
互
い
に
遠
慮

な
く
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、「
も
っ
と

質
の
高
い
も
の
を
作
ろ
う
」
と
励
ま
し

合
い
、
高
め
合
え
る
関
係
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
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他
の
授
業
で
も
生
徒
を
主
役
に
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た

塩
尻
市
立
塩
尻
西
部
中
学
校 

教
員 

中
野
直
輝 

さ
ん

子
ど
も
た
ち
の
上
手
な

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
撮
影
に
驚
い
た

塩
尻
市
長  

百
瀬
敬 

さ
ん

私
自
身
も
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た

塩
尻
市
立
塩
尻
西
部
中
学
校 

校
長  

小
林
真 

さ
ん



に
基
づ
い
て
、
対
話
し
続
け
る
こ
と
で
、

薬
も
入
院
も
せ
ず
に
症
状
が
改
善
す
る
の

で
す
。
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
方
法

を
基
に
し
た
対
話
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う

な
変
化
が
起
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
原

則
を
企
業
や
学
校
で
も
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　

　オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
は
、「
多
声

性
」
を
大
事
に
し
ま
す
。
対
話
に
参
加
す

る
一
人
ひ
と
り
が
、
背
景
や
状
況
の
異
な

る
世
界
に
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
は

そ
の
人
に
と
っ
て
は
事
実
で
、
誰
が
正
し

い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
相
手
の
話
を
あ

り
の
ま
ま
受
け
止
め
て
聞
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
う
す
る
と
、
お
互
い
が
つ
な
が

っ
た「
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
な
る
場
が
生
ま

れ
て
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
何
か
が
立
ち
上

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
、

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
地
元
企
業
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
地
元
企
業
の
皆
さ
ん
も
中
学
生

の
話
を
聞
く
時
間
を
設
け
る
と
、
場
所
が

立
ち
上
が
っ
て
共
創
が
起
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

人
生
の
最
良
の
先
生
は 

学
校
の「
外
」に
い
る

マ
ニ
ッ
シ
ュ

　高
間
さ
ん
の
意
見
に
賛
成

し
ま
す
。
私
の
姪
は
日
本
で
言
え
ば
高
校

卒
業
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
で
大
き
く
成

長
し
ま
し
た
。
多
様
な
地
元
の
人
や
場
所

と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　イ
ン
ド
に
は
、
学
校
教
育
を
受
け
て
い

な
い
大
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、

彼
ら
は
植
物
・
野
生
動
物
・
農
業
・
工
芸

品
・
精
神
性
な
ど
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。
職
業
ス
キ
ル
が
高
い
人
も
大
勢

い
ま
す
。
姪
は
こ
う
し
た
大
人
た
ち
と
知

り
合
っ
て
彼
ら
の
知
恵
の
奥
深
さ
を
知
り
、

地
元
の
歴
史
や
自
然
を
学
ん
で
世
界
を
広

げ
た
の
で
す
。

　姪
や
娘
を
見
て
も
、
私
自
身
を
振
り
返

っ
て
も
、
人
生
の
最
良
の
先
生
は
、
学
校

の「
外
」
に
い
る
と
感
じ
ま
す
。
地
域
の

大
人
と
出
会
い
、
現
実
で
生
き
る
た
め
の

ス
キ
ル
を
学
ぶ
機
会
が
大
切
で
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
触
れ
合
い 

伝
統
や
日
常
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ

―
―
な
ぜ
学
校
の
外
を
知
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
し
ょ
う
か
。

マ
ニ
ッ
シ
ュ

　学
校
の
学
び
だ
け
で
は
、

叡
智
や
創
造
性
、
精
神
性
に
つ
な
が
れ
な

い
か
ら
で
す
。
食
べ
も
の
や
地
元
の
祭
り
、

音
楽
や
踊
り
な
ど
を
通
し
て
日
常
の
神
聖

さ
を
学
ぶ
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
触
れ

合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
を
歩
い
た

り
し
て
、
地
域
の
土
や
木
や
川
や
山
や
海

な
ど
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
癒
し
、
再
構
築

す
る
た
め
の「
古
代
の
神
聖
な
技
術
」
は
、

お
い
し
い
料
理
を
一
緒
に
作
っ
て
味
わ
う

こ
と
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
を
と
も
に
楽
し
む

こ
と
、
沈
黙
と
呼
吸
、
一
緒
に
歩
く
こ
と
、

自
然
と
深
く
対
話
す
る
こ
と
の
5
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
技
術
が
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
た

の
は
競
い
合
う
た
め
で
は
な
く
、
互
い
を

完
成
さ
せ
合
う
た
め
だ
と
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
技

術
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
間

　マ
ニ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

西
田
幾
多
郎
の「
平
常
底
」
と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
ま
し
た
。「
平
常
底
」
は
も
と

も
と「
平
常
心
こ
れ
道
」
と
い
う
禅
の
言

葉
か
ら
き
て
い
ま
す
。
私
の
理
解
で
は
、

今
こ
こ
の
日
常
生
活
に
深
く
徹
底
し
て
、

自
己
の
垣
根
が
は
ず
れ
る
と
、
周
り
の
も

の
と
溶
け
合
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

底
で
つ
な
が
り
あ
っ
た
場
所
が
生
ま
れ
る

と
、
一
人
の
変
化
が
周
り
に
響
い
て
い
く
、

一
人
の
意
識
が
変
わ
る
と
そ
の
場
所
全
体

が
変
わ
る
。
そ
れ
が
マ
ニ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の

い
う
新
し
い
学
習
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

担 当 研 究 員より考 察

じゃらんリサーチセンター
研究員

三田 愛
さんだ　あい

人材育成・組織開発を専門とし、集
合的ひらめきにより社会変容を起
こす「コ・クリエーション（共創）」
研究者。官公庁での各種委員を
歴任。米国CTI認定コーチ。

 「地域の担い手不足」は、どの地域でも課
題だろう。長野県の場合、大学進学者は
71.5％が県外に出て、Uターン就職率は
36.5％に過ぎない。約1/3しか長野に帰っ
てこない計算になる。少子化で子どもの全
体数が減っている今、このままでは地域の
将来が危うい。
　地元に戻る若者を増やすポイントは、子
どものうちに地域社会・経済への興味関心
を高めることだ。そのタイミングは高校で
は遅い。高校は管轄が基礎自治体ではな
く、生徒たちの意識も進学・就職に向くか
らだ。高校進学時に地元から離れるケース
も多い。中学卒業までに地域への興味関
心を高め、答えのない問いに向き合う探究
型プログラムが大切なのだ。
　このプログラムを受けると、地域の魅力
的な大人たちに出逢い、地域で働く実感を
持てるようになる。生徒たちは次のような
感想を述べた。「働くことは面倒くさいと思
っていたけど、事業者の努力に感謝の気持
ちが湧いた」「ぶどうが主産業と知っていた
けど、ふ〜んと思っていた。今は地域の魅
力と捉えるようになった」「地域の大人に憧
れるようになった」。強烈に印象に残ってい
るのは、ある生徒に塩尻への関心度の変
化を「１から10で表すと？」と聞いたら「最
初は0.01。それが100になりました！」と答
えてくれたことだ。ふだん家族と先生以外
の大人に接する機会が少ない子どもたち
は、地域の働く大人たちに出逢い、ともに
探究することで見方がガラリと変わるのだ。
　コ・クリエーションは「一人ひとりの変容」
を重視する。このプログラムでは、関わった
大人たちも各々変容している。例えば商工
会の方は、このプログラムが業務の一つか
ら「使命」に変わったと言い、学校・商工会・
地域の共創を楽しんでいる。新しいことは
一筋縄ではいかないが、みんなが本気でコ
ミットして変容しあうからこそ、ともに困難
を乗り越えながら未来を創っていける。
　今後は、市役所や教育委員会と連携をと
りながら、このプログラムを市内の他の学
校にも展開していきたいと思っている。他
地域への展開については、仕組み化も含め
て検討中だ。
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す
ば
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
だ
が 

も
っ
と
根
本
的
な
取
り
組
み
が
重
要

―
―
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
間
　
私
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
リ
ュ
ー
と

い
う
会
社
を
立
ち
上
げ
、
40
年
以
上
に
わ

た
り
、
人
材
開
発
と
組
織
開
発
の
調
査
研

究
と
コ
ー
ス
・
ツ
ー
ル
開
発
・
研
修
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
教
育
に
は
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
日
は
企
業
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
お

話
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

マ
ニ
ッ
シ
ュ
　
私
は
、
米
・
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
な
ど
で
学
び
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
で
投
資
銀
行
家
と
し
て
働
き
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
も
勤
務
し
ま
し
た
。
28
歳
の
と

き
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
に
失
望
し
て
、
故

郷
の
イ
ン
ド
・
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
帰
り

ま
し
た
。
以
来
、
私
は
古
代
の
叡
智
に
基

づ
く
教
育
の
再
構
築
に
専
念
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
脈
で
革
新
的
な
学
び
の
場
を
創
造

し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
ス
ワ
ラ
ー
ジ

大
学
」「
刑
務
所
大
学
」「
複
雑
性
大
学
」「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
大
学
」「
農
場
大
学
」
な
ど
で

す
。
特
に
、
不
登
校
や
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト

し
た
人
た
ち
と
の
協
働
が
大
好
き
で
す
。

―
―
私
た
ち
の「
探
究
型
教
育
＆
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
う
思
い
ま
す
か
？

マ
ニ
ッ
シ
ュ
　
す
ば
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
厳
し
い
こ

と
を
言
え
ば
、
も
っ
と
根
本
的
な
取
り
組

み
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
世
界
の
急
速
な
変
化
を
踏
ま
え
る

と
、
既
存
の
学
校
や
教
科
書
で
学
ぶ

こ
と
に
大
き
な
意
味
を
感
じ
ま
せ
ん
。

必
要
が
な
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、

本
当
は
、
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
に
、
人
生
に
本

当
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
優
先

し
た
授
業
を
90
％
に
し
て
、
教
科
書
で
学

ぶ
時
間
を
10
％
に
す
る
く
ら
い
の「
教
育

の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」が
必
要
で
す
。
マ
ハ
ト

マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
言
っ
た
よ
う
に
、
私
た

ち
は
頭
だ
け
で
な
く
、
手
や
心
を
使
っ
て

学
び
、
そ
し
て
家
庭
で
も
学
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
意
見
で
す

が
、
あ
え
て
は
っ
き
り
と
申
し
上
げ
ま
す
。

企
業
の
皆
さ
ん
が
中
学
生
の
話
を 

聞
く
時
間
を
設
け
る
と
よ
い
の
で
は

高
間
　
私
は
い
ま
、「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ

ー
グ
」
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
生
ま

れ
た
セ
ラ
ピ
ー
の
手
法
で
、
特
に
統
合
失

調
症
の
治
療
に
高
い
効
果
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。
私
は
、
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

の
方
法
を
企
業
の
組
織
開
発
・
人
材
開
発

な
ど
に
応
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
き
っ
と
学
校
教
育
の
参
考

に
も
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
は
、
患
者

と
家
族
、
友
人
、
精
神
科
医
な
ど
の
関
係

者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
チ
ー
ム
で
繰
り
返

し
対
話
を
重
ね
ま
す
。
そ
の
際
、
セ
ラ
ピ

ス
ト
が
診
断
し
た
り
、
解
釈
し
た
り
し
ま

せ
ん
。
対
等
の
立
場
で
い
く
つ
か
の
原
則

12

本
当
は
こ
う
い
う
授
業
を
90
％
に
す
る
く
ら
い
の

「
教
育
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」が
必
要
だ

探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
し
て
日
本
の
教
育
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
っ
た
ら
よ
い
の
か
。

企
業
の
人
材
開
発
・
組
織
開
発
の
専
門
家
で
あ
る
高
間
邦
男
さ
ん
と
、

イ
ン
ド
で「
教
育
の
再
構
築
」を
試
み
る
マ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ジ
ェ
イ
ン
さ
ん
に
、
J
R
C
研
究
員
の
三
田
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

探究型教育
＆

人材育成
プログラム
将来の可能性

株式会社ヒューマンバリュー会長。明治大学商学
部卒。産業能率大学総合研究所勤務後、1985年
現ヒューマンバリューを設立。2015年に代表取締
役を退任し、会長に就任した。40年以上にわたり、
人材開発と組織開発の調査研究とコース・ツール
開発・研修・コンサルティングに携わり、日本の人
材開発の質の向上に貢献すべく活動してきた。著
書に『日々の易経』港の人出版・2021年、『あなたの
中の「変える」チカラ』ダイヤモンド社・2010年、『組
織を変える「仕掛け」～正解なき時代のリーダーシ
ップとは～』光文社新書・2008年などがある。

インド・ラジャスタン州ウダイプールを拠点として、
多様な知識体系を再生し、文化的想像力を解放
し、意識を拡大するために、21世紀の新しいアンラ
ーニングのモデルを創造することに深くコミットし
ている。過去25年間、シクシャンターのチーフ・ビ
ーバー（生態系構築者）を務める。地域文化、地域
経済、地域エコロジーの再生に特化したインド初
の自主設計学習大学である「スワラージ大学」、刑
務所に収監されている人たちに深い学びの場を提
供する「刑務所大学」、世界が直面する複雑な課題
に取り組む方法を研究する「複雑性大学」など、革
新的な教育実験の共同創設者である。

マニッシュ・
ジェインさん

高間邦男さん


